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広
島
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
地

域
幹
線
道
路
網
構
想
に
つ
い

て
、
こ
れ
は
何
の
目
的
で
ど

こ
に
ど
の
様
な
幹
線
道
路
が

で
き
る
の
か
。
ま
た
、
熊
野
町

と
の
関
係
は
ど
う
な
る
の
か
。

Q

　
本
町
は
、
広
島
ト
ラ
イ
ア

ン
グ
ル
（
広
島
市
、
東
広
島

市
、
呉
市
）
の
中
央
に
位
置

し
て
お
り
、
道
路
網
の
強
化

は
大
変
重
要
と
考
え
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
東
広
島
呉
自

動
車
道
黒
瀬
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
と
、
東
広
島
・
安
芸
バ

イ
パ
ス
と
を
連
絡
す
る
道
路

整
備
構
想
の
実
現
化
に
向
け
、

国
、
県
に
お
い
て
調
査
を
行

っ
て
い
る
。
ま
た
、
町
内
の

主
要
な
幹
線
道
路
に
つ
い
て

も
、
計
画
的
な
整
備
等
に
つ

い
て
関
係
機
関
に
対
し
要
望

活
動
を
行
っ
て
い
る
。�

A

　
工
房
の
池
（
坂
面
大
池
）
周

辺
に
は
、
様
々
な
人
に
楽
し
ん

で
頂
く
た
め
の
安
全
対
策
と
し

て
、
偽
木
に
よ
る
柵
や
危
険
を

知
ら
せ
る
看
板
等
の
設
置
、
ま

た
、
柵
の
隙
間
の
通
り
抜
け
防

止
と
し
て
、
植
栽
を
行
っ
て
い

る
。
こ
の
池
は
、
町
内
外
を
問

わ
ず
憩
い
の
場
と
し
て
親
し
ま

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
池
の
機

能
活
用
や
景
観
等
も
考
慮
し
、

安
全
対
策
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
。
ま
た
、
そ
の
他
道
路
施

設
等
に
つ
い
て
も
、
必
要
な
安

全
対
策
を
講
じ
て
い
く
。�

A

広島トライアングル地域幹線道路網構想の内容は。�
�
幹線道路網の強化対策として、町内の主要道路と合わせ�
調査等の要望を行っている。　（平本町長、古毛堂建設部長）�

Q

A

（南田議員）�

町有施設における安全対策の取組み状況は。�
�
必要な安全対策を行っていく。　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（上馬場建設課長）�

Q

A

（藤本議員）�

筆の里工房の坂面大池�

　
平
成
１９
年
２
月
に
、
筆
の
里
工
房
で
遠
足
に

来
て
い
た
小
学
生
が
池
に
落
ち
る
と
い
う
事
故

が
あ
っ
た
。
幸
い
に
も
付
近
を
通
行
中
の
女
性

と
職
員
が
救
助
に
あ
た
り
、
大
き
な
事
故
に
は

至
ら
な
か
っ
た
が
、
今
一
度
、
筆
の
里
工
房
だ

け
で
な
く
、
各
町
有
施
設
に
つ
い
て
安
全
性
の

見
直
し
を
図
る
な
ど
の
対
策
を
取
る
べ
き
と
思

う
が
、
ど
う
か
。

Q


